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●0 類（総記・全般） 

『奇跡の論文図鑑』 NHK「ろんぶ～ん」制作班 編著/NHK 出版 

学術論文になるとは思えないテーマのオン

パレード！ ラーメン、アイドル、猫の思い出、

ギャンブル、心霊写真……研究者が命をかけて

取り組んだ論文をポップに解説する、大人向け図鑑

が登場！ 

ＮＨＫＥテレ、異色の知的エンタメ番組「ろんぶ～ん」の出版化 

049 

エ 

●5類（技術・工業・家庭） 

『海洋プラスチック汚染』中嶋亮太/岩波科学ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ S519.4-ﾅ 

『プラスチックの現実と未来へのアイデア』 

高田秀重 監修/東京書籍 519-ﾀ 

『ひとの住処』隈研吾/新潮新書 S520.4-ｸ 

『懐かしいお菓子』武井武雄/新潮社 588.3-ﾀ 

 
 

 

●1 類（哲学・心理学・宗教） 

『「論語」がわかれば日本がわかる』守屋淳/筑摩新書 

「上下関係」「努力信仰」「気持ち主義」…多く

の日本人を無意識に縛る価値観はどこから来るの

か。学校や会社に浸透した『論語』の教えを手掛か

りに、その淵源を探る。 

『国体論』白井聡/集英社新書 S155-ｼ 

『異端の時代』森本あんり/岩波新書 S190.4-ｼ 

 

123.8 

モ 

210.5 

キ 

●2 類（歴史・土地の様子） 

『〈通訳〉たちの幕末維新』木村直樹/吉川弘文館 

幕末のオランダ通詞たちは苦悩しながら日本中へ

散って行った。欧米諸国との外交交渉、英語など

新しい言語への対応や維新後のありよう、激動の

時代を語学力で生き抜いた姿を追う。 

『日本の近代とは何であったか』三谷太一郎/岩波新書 S210.6-ﾐ 

『生きづらい明治社会』松沢裕作/岩波新書 S210.6-ﾏ 

『オスマン帝国』小笠原弘幸/中公新書 S227.4-ｵ 

『昭和の怪物七つの謎』保阪正康/講談社現代新書 S281-ﾎ 

『続 昭和の怪物七つの謎』保阪正康/講談社現代新書 S281-ﾎ 

『生きて帰ってきた男』小熊英二/岩波新書 S289.1-ｵ 

 

377.9 

ヨ 

●3類（社会） 

『新・大学でなにを学ぶか』上田紀行 編著/岩波ジュニア新書 

S377-ｳ 

『スタディスキルズ・トレーニング 改訂版』 

吉原惠子/実教出版 

大学での学びの意義・必要な技術をまとめた初年次

教育用テキスト。改訂で必要な知識を更新し、アク

ティブ・ラーニングも紹介。 

『絵で楽しむ江戸のことわざ』時田昌瑞/角川ｿﾌｨｱ文庫 B388.8-ﾄ 

『レイシズム』ルース・ベネディクト/講談社学術文庫 B389-ﾍﾞ 

『独ソ戦』大木毅/岩波新書 S391.2-ｵ 2020 年 新書大賞受賞作品 

 

●3 類（社会） 

『THIS IS JAPAN』ブレイディみかこ/新潮文庫 

労働する者のプライド、新自由主義保育と社会主

義保育、反貧困ネットワークへのくすぶり、どん

底の手前の人々…。２０年ぶりに１カ月間日本に

滞在した英国在住の保育士による東京の取材記。 

『幸福な監視国家・中国』梶谷懐/NHK 出版新書 S302.2-ｶ 

『下り坂をそろそろと下る』平田オリザ/講談社現代新書 S304-ﾋ 

『未来への大分岐』マイケル・ハート他/集英社新書 S304-ｶﾞ 

『言ってはいけない』橘玲/新潮新書 S304-ﾀ 

『サル化する世界』内田樹/文藝春秋 

「今さえよければ自分さえよければ、それでい

い」という“サル化”が進む社会で、人口減少問題か

らＡＩ時代の教育までを論じる。 

『朝日ぎらい』橘玲/朝日新書 S304-ﾀ 

『女性のいない民主主義』前田健太郎/岩波新書 S312.1-ﾏ 

『EU 離脱』鶴岡路人/筑摩新書 S312.3-ﾂ 

『武器としての「資本論」』白井聡/東洋経済新報社 331.6-ｼ 

『女性リーダーが生まれるとき』野村浩子/光文社新書 S336.3-ﾉ 

『クラウドファンディングストーリーズ』出川光/青幻舎 338.1-ﾃﾞ 

『定年後』楠木新/中公新書 S367.7-ｸ 

『独居老人スタイル』都築響一/ちくま文庫 B367.7-ﾂ 

『ボランティアってなんだっけ?』猪瀬浩平/岩波ブックレット 

ボランティアをすることの理由って？ いっけん

自明にみえて実は難しい問いかけに、「自発性」

「無償性」「公共性」を切り口に、“ゆるく非真面

目に”考察。ボランティアという営みの奥行きと面

白さを伝える。 

 

302.1 

ブ 

304 
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369.7 
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休校期間中にたくさんの本がはいりました。 

ぜひ、足を運んで手に取ってみて下 

さい。素敵な出会いが待っているかも… 

●4類（自然科学・医学） 

『ガリレオの求職活動ニュートンの家計簿』 

佐藤満彦/講談社学術文庫 

お金がない、でも研究したい！ 「科学者」という

職業が成立する１９世紀はじめまで、研究者の生活

は厳しかった。パトロン探し、権利争い、師弟の確

執、激しい論争…。天才科学者たちの生涯から見た、

異色の〈科学史〉。 

『声に出して読みたい理系用語』信定邦洋/KADOKAWA 

医学、数学、物理、化学、生物、地学、全ジャンル

をカバー。理数系全ジャンルのキーワードが一気に

身につく!思わず人に話したくなる用語 80+オマケ

用語 50。 

『学校に入り込むニセ科学』左巻健男/平凡社新書 S404-ｻ 

『時間はどこから来て、なぜ流れるのか?』 

吉田伸夫/講談社ブルーバックス S421-ﾖ 

『地磁気逆転とチバニアン』菅沼悠介/ブルーバックス S450.1-ｽ 

『フォッサマグナ』藤岡換太郎/講談社ブルーバックス S455.1-ﾌ 

『おしゃべりな糖』笠井献一/岩波科学ライブラリー 464.3-ｶ 

『すごい進化』鈴木紀之/中公新書 S467.5-ｽ 

『したたかな寄生』成田聡子/幻冬舎新書 S468.4-ﾅ 

『歌うカタツムリ』千葉聡/岩波科学ライブラリー 484.6-ﾁ 

『シャーデンフロイデ』中野信子/幻冬舎新書 S491.3-ﾅ 

『免疫力を強くする』宮坂昌之/講談社ブルーバックス S491.8-ﾐ 

『その島のひとたちは、ひとの話をきかない』 

森川すいめい/青土社 493.7-ﾓ 

『インフルエンザ なぜ毎年流行するのか』 

岩田健太郎/ベスト新書 S493.8-ｲ 

『怖くて眠れなくなる感染症』岡田晴恵/PHP 研究所 

世界各地で大流行 MERS、国内で激増中の梅毒、3000

万人を殺したペスト、激烈な痛みを伴うデング出血

熱、アフリカ発の奇病エボラ出血熱、致死率ほぼ

100%の狂犬病…知れば知るほど怖くなる“感染”の

はなし。 

『感染症の世界史』石弘之/角川ソフィア文庫 B493.8-ｲ 

『出生前診断の現場から』室月淳/集英社新書 S495.6-ﾑ 

『120 歳まで生きたいので、最先端医療を取材してみた』 

堀江貴文/祥伝社新書 

２０１６年に予防医療普及協会を立ち上げ、予防

医療に関する最新知見や情報を発信している堀江

貴文が、実際に医療現場を取材し、まとめた。 
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新着案内 
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新着案内 
「地球の歩き方」をはじめ、たくさんの旅の本が入りまし

た。ガイドブックを見ながら、 

行った気になるのもおすすめです。 

●6 類（産業） 

『タネの未来』小林宙/家の光協会 615.2-ｺ 

『日本の品種はすごい』竹下大学/中央公論新社 S615.2-ﾀ 

『結局、ウナギは食べていいのか問題』 

海部健三/岩波科学ライブラリー 

ウナギは絶滅危惧種なのか？ なぜ土用の丑の日に

ウナギを食べるのか？ どうすればウナギの住む環

境を守れるのか？ 気鋭のウナギ研究者が、気になる

ウナギ事情をＱ＆Ａで整理。ウナギと美味しく共存

する道を探る。 

『誰かに教えたくなる道路のはなし』 

浅井建爾/SB ビジュアル新書 S685.2-ｱ 

『オリンピックと鉄道』松本典久/交通新聞社新書 S686.2-ﾏ 

『JR・私鉄特急大百科』「旅と鉄道」編集部 編/天夢人 686.2-ﾀ 

 

664.6 

カ 

490.9 
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●7 類（芸術・体育） 

『少年の名はジルベール』竹宮惠子/小学館文庫 

「マンガで革命を起こす！」とアパートで仲間と

語り合った日々。現在のＢＬの礎を築く名作「風と

木の詩」執筆秘話…。少女マンガの黎明期を第一線

で駆け抜けた竹宮惠子が、「創作するということ」

を余すことなく語った自伝。 

『ノースウッズ=THE NORTHWOODS』大竹英洋/クレヴィス 748-ｵ 

『一切なりゆき』樹木希林/文春新書 778.2-ｷ 

『オリンピック競技おもしろ大全』雑学総研/KADOKAWA 

オリンピック３３競技、パラリンピック２２競技

の種目内容やルール、見どころなどをイラストと

ともに解説。競技の成り立ちや選手の本音、試合

のどこを見ればいいのかなど、観戦が１０倍楽し

くなる情報が満載 

『ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸを学ぶ』後藤光将 編著/岩波新書 780.6-ｺﾞ 

『ザ・スコアラー』三井康浩/角川新書 S783.7-ﾐ 

 

726.1 

タ 

780.6 
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●8 類（ことば） 

『振仮名の歴史』今野真二/岩波現代文庫 文芸 B811.2-ｺ 

『読解力を身につける』村上慎一/岩波ジュニア新書 

「人生」にかかわる読解力を身につけるにはどう

したらいいのか？ 実用的な文章や資料といった

「生活」にかかわる文章をはじめ、評論や文学的

な文章などの読み方を丁寧に解説。 

『生きる力を身につける 14 歳からの読解力教室』 

犬塚美輪/笠間書院 817.5-ｲ 

 

817.5 

ム 

●9 類（文学） 

『文豪のきもの』近藤富枝/河出文庫 

樋口一葉、永井荷風、谷崎潤一郎、宇野千代、幸

田文…。文豪たちはきものをどのように書き、ど

のように着こなしていたのか。きもので読み解く、

もうひとつの文壇史。 

『三の隣は五号室』長嶋有/中公文庫 913.6-ﾅ 

『medium』相沢沙呼/講談社 2020 年度 本屋大賞 6位 

推理作家として難事件を解決してきた香月史郎

は、心に傷を負った女性、城塚翡翠と出逢う。彼

女は霊媒であり、死者の言葉を伝えることができ

るが、そこに証拠能力はない。一方、巷では姿な

き連続殺人鬼が人々を脅かしていて…。 

『異人館画廊 [6]』谷瑞恵/集英社オレンジ文庫 B913.6-ﾀ 

『問いのない答え』長嶋有/文春文庫 B913.6-ﾀ 

『スマホを落としただけなのに 戦慄するメガロポリス』 

志駕晃/宝島社文庫 B913.6-ｼ 

910.2 
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●9類（文学） 

『リアル・シンデレラ』姫野カオルコ/光文社文庫 B913.6-ﾋ 

『BUTTER』柚木麻子/新潮文庫 B913.6-ﾕ 

『革命前夜』須賀しのぶ/文春文庫【第 18 回大藪春彦賞】 

冷戦下の東ドイツ。ドレスデンの音大で学ぶピア

ニスト眞山柊史は、教会で啓示のようなバッハに出

会う。それを響かせていた美貌の女性オルガニスト

は、シュタージ（国家保安省）の監視対象だった…。 

『出会いなおし』森絵都/文春文庫 

『心を支えるシェイクスピアの言葉』河合祥一郎/あさ出版 

『ペスト 64 刷改版』カミュ/新潮文庫 

 

913.6 

ス 

地球の歩き方シリーズ最新刊多数入荷しました!! 

今回入荷国は…『イタリア』『スイス』『スペイン』『ハ

ワイ』『ニュージーランド』『台湾』『モンゴル』『東南ア

ジア』『フィリピン』『インド』『韓国』『フランス』『オ

ーストリア』『ドバイトアラビア半島の国々』『南アフリカ』

『チェコ ポーランド スロヴァキア』(順不同)地球の歩き方

編集室/ダイヤモンド・ビッグ社 

『全日本道路地図 3 版』/昭文社 291.0-ｾﾞ 

『観光列車旅百科』「旅と鉄道」編集部 編/天夢人 291.0-ﾀ 

『JR 時刻表 2020.4 月号 2020.4』交通新聞社 686.5-ｼﾞ 

上記 3冊もあわせてお楽しみください。 

ニュートン式超図解 最強に面白い!!シリーズより 
『虚数』､『確率』､『物理』､『化学』､『周期表』､ 

『心理学 人間関係編』 

入荷しました!! 

長崎に関する本、多数入荷しました!! 

『大学的長崎ガイド』長崎大学多文化社会学部 編/昭和堂 

長崎の知られざる歴史や文化を巡るまち歩きの楽

しさを実感できるガイドブック。面的な広がりを持

つ国境地帯として独自の文化やコミュニティを育

ててきた長崎を、世界との関わりを盛り込みながら

紹介する。 

『カクレキリシタン』宮崎賢太郎/角川文庫 B198.2-ﾐ 

『潜伏キリシタン』大橋幸泰/講談社文庫 B198.2-ｵ 

『真実の潜伏キリシタン関連遺産』井出明/ﾒﾃﾞｨｱﾎﾞｰｲ 198.2-ｲ 

『消された信仰』広野真嗣/小学館 198.2-ﾋ 

『九州の戦争遺跡新装改訂版』江浜明徳/海鳥社 219-ｴ  219.3-ﾀ 

『ナガサキ消えたもう一つの「原爆ドーム」』高瀬毅/平凡社 

『ﾅｶﾞｻｷ ｲﾝｻｲﾄｶﾞｲﾄﾞ 増訂版』ﾅｶﾞｻｷﾍﾞｲﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ 291.9-ﾅ 

『ナガサキ』スーザン・サザード/みすず書房 319.8-ｻ 

『長崎奉行の歴史』木村直樹/KADOKAWA 322.1-ｷ 

『長崎奉行のお献立』江後迪子 編/吉川弘文館 383.8-ｴ 

『長崎くんち入門百科』長崎くんち塾 編著/長崎文献社 386.1-ﾅ 

『九州・沖縄のジオパーク』目代邦康/古今書院 454-ﾓ 

『長崎おいしい歳時記』下妻みどり/書肆侃侃房 596-ｼ 

『九州の鉄道おもしろ史』弓削信夫/西日本新聞社 686.2-ﾕ 

『九州・沖縄「方言」から見える県民性の謎』 

篠崎晃一/実業之日本社 S818.9-ｼ 

『被爆を生きて』林京子/岩波書店 910.2-ﾊ 

 

219.3 

ナ 

中村哲さんを偲んで… 

『アフガニスタンで考える』中村哲/岩波ブックレット 

アフガニスタンで医療事業と水源確保事業を続ける

著者が、現地での活動の様子を多数のカラー写真で紹

介する。 

『辺境で診る辺境から見る』中村哲/石風社 498-ﾅ 

『天、共に在り』中村哲/NHK 出版 333.8-ﾅ 

333.8 

ナ 

https://honto.jp/lb.html?prdid=30078228&srt=1
https://honto.jp/lb.html?prdid=30081940&srt=1
https://honto.jp/lb.html?prdid=28948499&srt=1


 


